
■施肥の状況 

令和 7 年 9 月 16 日に区分２（下水汚泥肥料+化学肥料）の圃場に施肥しました。 

写真１ 施肥中の圃場（その１）      写真２ 施肥中の圃場（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 施肥後              写真４ 施肥された肥料 

 

 

 

 

 

 

 

青空の下、鹿児島のシンボルである桜島を望む試験圃場で、ペレット化された下水汚泥肥料を

施肥機により均等に散布しました。 

 

■播種 

令和 7 年 10 月 11 日に区分１（化学肥料区）で大根の播種を行いました。続いて、10 月 14 日

には区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区）でも播種を実施しました。 

写真 5 区分１（化学肥料区）        写真 6 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 8 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

播種の方法は、白黒マルチを敷設しながら、種子が一定間隔で付けられた専用のひもを同時に

設置しました。この方法により、雑草の抑制や地温管理を行いながら、均等な株間を確保できま

す。また、区分１では播種から 3 日後にはかわいい芽が出て、順調に育ち始めています。 



■発芽 

平成 7 年 10 月 22 日、区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区）で発芽を確認 

写真 9 区分１（化学肥料区）        写真 10 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 11 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 12 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

播種後９日目の区分 2 では、全長 3cm 程度の芽が多数確認され、順調に発芽が進んでいます。

また、播種後 12 日目の区分１では、芽が 8cm 程度まで成長しており、両区とも健全な初期生育

を示しています。 

 

■発芽後の初期生育状況 

令和 7 年 10 月 29 日、区分 1（化学肥料区）及び区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区）の両圃場

において、順調な初期成育が確認されています。 

写真 13 区分１（化学肥料区）       写真 14 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 15 区分１（化学肥料区）       写真 16 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真 17 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 18 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 19 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 20 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 播種後 16 日目の区分 2 では、全長約 6cm、全幅約 12cm で発芽後の生育も良好です。葉の立ち

上がりが確認され、均一は発芽が見られます。 

播種後 19 日目の区分 1 では、全長約 12cm 全幅約 21cm に達し、葉の展開も進んでいます。葉

色は濃緑で、茎も太くしっかりしており、健全な生育を示しています。 

 また、両区とも透明マルチによる栽培を開始しており、地温の安定や雑草抑制などの効果が期

待されます。 

 

■生育状況 

令和 7 年 11 月 10 日、区分 1（化学肥料区）では根の肥大が始まり、区分 2（化学肥料+下水汚

泥肥料区）も順調な生育が続いています。 

写真 21 区分１（化学肥料区）       写真 22 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 23 区分１（化学肥料区）       写真 24 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真 25 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 26 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 27 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 28 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

播種後 28 日目の区分 2 では、苗の全長は約 12cm、全幅は約 30cm に達しており、葉の展開が

旺盛で、地上部の広がりが顕著です。また、透明マルチ下でも発芽が確認されています。 

播種後 31 日目の区分 1 では、苗の全長は約 15cm、全幅は約 40cm に達し、根の肥大化が確認

されています。地上部・地下部とも健全な生育を示しています。 

 

■生育状況 

令和 7 年 11 月 18 日、区分 1（化学肥料区）では根の肥大が始まり、区分 2（化学肥料+下水汚

泥肥料区）も順調な生育が続いています。 

写真 29 区分１（化学肥料区）       写真 30 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 31 区分１（化学肥料区）       写真 32 区分１（化学肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 区分 1（化学肥料区）では、播種後 39 日目を迎え、苗の全長は約 30cm、全幅は約 50cm に達

しました。根の肥大も順調で、地上部・地下部とも健全な成長を示しています。 

 

 

 



写真 33 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 34 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 35 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 36 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 区分２（化学肥料+下水汚泥肥料区）では、播種後 36 日目で苗の全長は約 13cm、全幅は約 40cm

に達し、葉の展開が旺盛です。根の肥大は確認していませんが、透明マルチ下も順調に生育が続

いており、今後の成長が期待されます。 

 

■収穫 

 令和 7 年 12 月 26 日、区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区）の圃場では大根の収穫が始まりま

した。 

 

写真 37 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 38 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 39 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 40 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真 41 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 写真 42 区分 2（化学肥料+下水汚泥肥料区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

播種後 77 日目となり、これまでの生育経過どおり根部の肥大も順調で、形状の整った大根が多

数確認されました。 

 なお、化学肥料のみを使用した区画の収穫には立ち会えませんでしたが、農業生産者への聞き

取りによれば、両区分とも生育や仕上がりに大きな差はなく、品質面でも遜色がないとの評価で

した。全期間の観察結果とも整合的であり、最終的に両区分で安定した生育が得られたと考えら

れます。 

  

まとめ 

 本試験では、化学肥料のみの区分と、下水汚泥肥料を化学肥料と併用した区分で比較しました。 

発芽、初期成育から葉の展開、根の肥大、収穫に至るまで、顕著な差は認められず、いずれも良

好な生育を示しました。 

これらの結果から、下水汚泥肥料を化学肥料と併用する施肥体系は、従来の化学肥料栽培と同

等に実用可能であることが示唆されます。 

 

おわりに 

 下水汚泥肥料は、リンや窒素などの肥料成分を含む国内資源であり、輸入肥料への依存を抑え

つつ、地域で生まれた資源を地域の農業へ循環させる取り組みとして期待されています。 

本試験の結果は、小規模な実証ではあるものの、従来の栽培と同等の生育・品質を保ちながら

資源循環を進められる可能性を示しました。 

今後も、作物や地域条件に応じた最適な使い方を検討し、持続可能な農業の実現に向けて、現

場での実証と情報発信を継続します。 

 最後に、本試験の実施にあたり、圃場の提供や日々の栽培管理など多大なご協力をいただいた

農家の皆さまに、心より感謝申し上げます。 

  


